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 令和 6 年１0 月に、学校に通いづらいと感じている小中学生及び、全保護者を対象に、ア

ンケート調査を行いましたので、その結果を報告します。 

教育委員会としては、アンケートの調査結果を踏まえて、今後の対策について、以下の検

討をしていきます。 

不登校児童、生徒への問題については、市全体の課題としてとらえ、教育委員会だけで

はなく、市役所の他部署や民間機関とも連携し、少しでも状況の改善につながるよう努め

ます。 

 

【今後の検討事項】 

〇令和 6 年度より、全中学校に校内フリースクールを設置し、教室に入りづらい生徒たちを受

け入れる体制を整えましたが、小学校にも一定数、教室に入りづらい児童がいることから、そ

れに対応すべく、小学校にも別室対応の人員を配置し、受け入れ可能な体制づくりを検討し

ていきます。 

 

〇学校に通いづらい児童生徒の話し相手となるホームフレンドの増員を検討します。 

 

〇（仮称）不登校総括支援員等の配置を検討し、個別多様な対応策について、行政や福祉

部門の職員の協力を仰ぎながら、支援をしていきます。 

 

〇子供が不登校になり、不安を感じている保護者支援のために、相談会を定期的に開催しま

す。併せて情報不足となりやすい保護者に対して、取りこぼしがなく必要な支援につなげる情

報提供体制を築くよう検討します。 

 

〇市内に２か所ある教育支援センター「フレンドひまわり」については、あり方を見直して、より利

用がし易くなるように検討します。 

 

 

 

 








